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夢追塾同窓会 

 第三回「北九州マラソン２０１６」２月２１日（日）は、フルマラソン、ペアリレーマラソン、ファンラン（３キロ、５

キロ）に１万１０７０人が参加し、気温は低かったものの晴天に恵まれて、沿道の応援者は約２４万人（主催者

発表）で昨年を４万人上回る人気でした。 

 夢追塾同窓会は９月初めに北九州市マラソン実行委員会からの要請を受けてボランティアの参加者を募り

準備を進めました。今回は「浅野・赤坂ブロックのコース運営係」と「フイニッシュ会場の清掃係」及び「フイニッ

シュ会場の案内係」の３ケ所に分かれて活動しました。事前のボランティア応募者は７８名でしたが、インフル

エンザの流行等で体調を崩された方が続出して当日は６８名となりました。過去の２回より少ない人数でした

が、寒さにも負けずに北九州市民のおもてなしの心を遠路から参加してくださった皆様に提供しました。  

ボランティアに参加した皆様、本当にお疲れ様でした。 

北九州マラソンボランティア実行委員長 池田  毅 

夢追塾同窓会会長 野田 準二 

同窓会だより 平成27年度第18号 

北九州マラソン 2016 ボランティアスタッフ 

フィニッシュゲート風景 

優勝者表彰式 人であふれる会場 
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  【浅野・赤坂ブロック コース運営担当】 

１期、５期、８期、９期生の計２０名で、紫川大橋～小倉記念病院前の２０ｋｍ付近でのコース整理と救急

車通過時等の対応が主な役割でした。昨年より天気は良かったのですが風が強くかなり寒さを感じました。 

１０時過ぎからの２時間、途切れることのない大勢のランナーたちに声援を送り続けました。今年はコスプレ

や奇抜な衣装のランナーがさらに増えていてこちらの眼を楽しませてくれました。   （５期生：末松 春彦） 

ミーティングして・・・いざ出動 

間近で声援しながらコースに気を配ります 
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【フィニッシュブロック 会場清掃担当】 

 ２期生、３期生、６期生の２８名で、１班は西日本総合展示場及び外周り、２班はあさの汐風公園、３班は小

倉駅～西日本総合展示場まで動線に分れて清掃とゴミ収集を担当しました。イベント会場のゴミを集積場へ

運んだり、ランナーと観客が気持ち良く休憩出来るように本館休憩場のテーブル拭きなど、常に巡回しながら

清掃し、大量のゴミを収集しました。                                (６期生：尾園 義美） 

分別が大切です これお願い！ ハイ。 

あまり持ち込まないでよ・・・(影の声？) 
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【フィニッシュブロック 会場案内担当】 

 案内係という役割は、夢追塾にとって初めてだったので、多少の不安を抱きながらスタートしました。 

市職員リーダーの指導のもと、まずは全体的な配置などを確認したあと、会場内での案内につきました。 

トイレはもちろん、フィニッシュゲートやマッサージ、荷物の保管場所など聞かれることは多種多様でした。 

午前中が４期生１２名、午後は７期生８名のシフトで無事終了しました。       （４期生：新見 正康） 

（写真撮影：１期 佐藤、２期 内尾、４期 新見、６期 溝田、尾園） 

午前 ４期生 午後 ７期生 

真剣にミーティング 模範を示すリーダー 

客が少ないときは立ち話も 


